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「深夜 の霜」一 その形式 と想像力

薗 村 喜 次

『文学評伝』第13章 に有名な想像力 ・空想の定義が与えられています。

しかしその定義は抽象的でその意味するところを具体的に理解す るのは容

易であ りません。またこれまで多 くの批評家はその定義 自体に強い関心を

持ってきましたが,そ れをコール リッジの 実際の作品Y'応 用し作品の解

明を図るということはあま りあ りませんでした。このことは 厂今までコー

ル リッジの詩を明らかY'す るのに彼の哲学あるいは 批評理論を 用い五 批

評家はほとんどなかった。さら〉,r奇妙なことに彼の批評上の意見が他の詩
(1)人

の作品を評価するのに用いられてきた」 と述べたブレッ トの言葉からも

窺 うことができます。そこで この小論ではコール リッジがワーズワース兄

妹の近 くに住み・友人プールの援助を受けて心静かに生活していた時の作

で,詩 人の詩心が最も高揚した時にかかれた詩の一つである 「深夜の霜」

(FrostatMidnight)を とりあげて,そ の詩V'み られる顕著な形式 とその

形式が詩人の想像力といかなる関係V'あ るかを彼の批評理論を参照し,考

察してゆこうとするものであります。

コール リヅジの 詩の中には批評家達の 間で 「対話詩」(Conversation

Poem)と 呼ばれている一群の詩があります。 もともとこの名称は詩人が

自作 の詩`TheNightingale'Y'つ けた副題であ り,そ の特質は 「対話詩」

とい う名称からもわかる様に用語も口語的で,一 種語 りかける ような調

子の中に個人的感情をゆるやかに吐露していました。この 「深夜の霜」も

そのグループの一つであ り全体は大 きく四つのスタソザから構成されてい

ます。各スタンザの中心 となる描写を大まかに言 うと第一スタンザは詩人

を取 りまく周囲の状況,第 ニスタンザは自分の幼年時代の回想,第 三スタ
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「深夜の霜」一 その形式と想像力

ソザでは子供 に託した詩人の将来の希望,第 四スタンザでは元に戻って詩

人の家の周囲の状況と一応 この様に考えられます。ここで気のつくことは

第一スタソザ の冒頭 と第四スタンザ の後半が同じ状景を 扱っている とい

うことです。即ち霜の描写で始ま り霜の描写で終 っているのです。とりあ

えず この様な形式を 「帰還の形式」 と名付けておきます。

さて,で は各スタンザを詩人が詩の中で経験する 「意識」という観点に
(2)

た って考 えて い こう。 まず第一 スタンザ の冒頭が この詩,「深夜 の霜」 の雰

囲気 を決定 しています 。

The Frost performs its secret ministry, 

Unhelped by any wind. 

                          (11.  1-2.  )

〔f〕,〔s〕,〔z〕 とい う摩擦音の巧みな使用により戸外の寒さ,静 けさ,

ピーソと張 りつめた空気等が直接伝わってくるようです。時折 り聞えてく

る梟の鳴き声がかえって静寂感を強めます。家人 も既Y'寝 静まったこの世

界の中V'詩人 は一人 とり残されます。本来は深遠な思索にふさわしいはず

のこの静けさもそれが極端なあまりかtっ て思索の邪魔 となるのです。生

の営みも夢のようY'聞きとりY'くい詩人にとってはこの世界も今はただの

死んだ世界,無慈悲な霜によって支配された世界としか映 りません。この様

V'第一スタソザの14行 目までがすべて詩人を疎外するものとして描かれま

す。しかしこ ういった描写を経て詩人の 「意識 」が働 く下地が出来あがっ

てゆきます。 とい うのは今まで誰一人,何 一つ詩人に同情を寄せでくれる

ものがなかった世界の中で詩人は唯一の動 くもの(thesoleunquietthing)

を見いだしたからです。 今まで方向を 失っていた 詩人の 「意識 」は その

対象をやっと捉 えました。炉の 格子棒の上のすすぼこり(fi1皿)がそ うで

す。それは詩人におぼろげな同情を与え,つ いにはそのほこりの動いてい

る姿が 友達になるのにふさわしい 形とな ります。 ここY'至 るには詩人の

「意識」はどうしても霜に支配 された無慈悲な世界を通過せざるをえなか
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「深夜の霜」一 その形式と想像力

ったとい うことがわか ります。第一スタンザはか くて詩人の 「意識」が`a

toyofThought'の 探究に とりかかったところで 終 ります。 なおこの探

究 の出発にあたって,こ れまでの第一スタンザにおける詩人の一連の心象

の流れに対する配慮は見逃せません。霜のお りた広 々とした戸外の心象は

梟のわびしい鳴声 という聴覚的心象 と相俟 って室内のやすらかに眠る幼児

へ と流れてゆきます。戸外から室内へ と徐 々に幅をせばめられた心象はこ

こでもう一度海や丘や森の広大な心象 とな りそして次に急に室内の暖炉の

炎へと心象は移 り,ます。即ち霜がお り死んだも同然の外界からすやすやと

眠る赤子へ,生 の営みには満ちてはいても夢の様にききとりに くい外界か

ら室内の低 く燃える炎へと心象は流れて くるのであって,詩 人の 「意識」

を働かせる契機として次にこのすすの心象が呼びだされるのです。決っし

て偶然Y'こ の心象が生れてきたのではな く,そ の出現には必然性があった

ことを認めざるをえません。これが詩人の一連の心象の流れY'対 する配慮

とい うことです。1

コール リヅジの 厂意識」が一つの対象Y'集 中化されると彼はその対象に

埋れた過去を掘 り起し,ま た隼れるべ く待っている対象の中に閉じ込めら

れた未来を垣間見ようとします。そしてこのつなが りには固有の論理が働

いているのです。詩の中にみられる論理Y'つ いてコール リッジは 「私ほボ

ウヤー先生から詩は最も崇高なオードでさえ,そ してまたおそらくは最も

奔放なオー ドも科学の論理と同様にきびしいそれみずからの論理を持って

いる,そ してまた科学よりもより微妙でより複雑でもっともっと不確かな
ゆ

原因Y'依 存 しているのでずっとむつかしいとい うことを学んだ」 と言って

います。

第ニスタンザでは詩人の 「意識」 は第一スタンザで 呼び出された すす

を手がか りにして大きく過去へ向います。詩人は脚注でそのすすにっいて

「イギ リスの全土にわたってこのすすはお客と呼ばれてお り,長 い間会っ
(4)

ていない人がやって来るのを予示すると思われていた」 とつけ加えていま

す。我々はこの注Y'よ って詩人がこのすすをどの様に感じていたかがわか

ります。従って第ニスタソザで詩人が最初に想起 した ものは学校時代にい
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つ も目をこ らして見ていたすすであってもなんら唐突ではないわけです。

とい うのは それは彼の唯一の楽しみであったから。今少し前に固有の論理

と言いました。それはこの様なスタンザ間の自然でまた必然的なつなが り

方のことで もあるのです。ゆらめくすすを見ながら詩人は白昼夢Y'陥 りま

す。オヅタ ー川の流れるあのすばらしい故郷,古 びた教会の塔,そ こに鳴

る鐘の音,そ れ らはすべて一連の心象として詩人の 「意識」の上に浮んで

きます。回想の中に彷隍する詩人の 「意識」は次の二行がよくあらわして

いると思い ます。

So gazed I, till the soothing things, I dreamt, 

Lulled me to sleep, and sleep prolonged my dreams! 

                      (11. 34-35. my italics)

夢とも現実 とも見境いのない混濁した 「意識」の中に浮ぴあがるのはあの

恐ろしいボ ウヤー先生の顔でした。孤独の中に訪れる人を終 日待ち続けた

幼い詩人は当時の遊び友達であった姉を心象化することでこの第ニスタン

ザを終えています。

今は亡き肉親の心象で終 ったこの第ニスタンザは今度は一転して詩人の

傍らにすやすや眠る幼児の心象へ と移 ります。これが第三スタソザの始ま

りです。そしてこのスタソザから詩人の 「意1は 未来へ向ってつき進ん

でゆきます。遊び友達であった唯一の姉 と詩人の息子 との心象をそれぞれ

第ニスタソザの終 りと第三スタンザの冒頭に並置することで詩人は自分の

「意識」が過去から未来へ移行する際の不 自然さをとり除こうとしている

と見ていいでしょう。同時にまた同質の心象ゆえスタンザ間のつなが りを

守ろ うと努めているようにも思われます。この様な詩人の意図は以前ふれ

た固有の論理を形成 しているのです。

さて 第一スタンザで 詩人をとり残したままで 眠っている幼児は詩人の ・

「意識」が未来へ向 うこの第三スタソザの中では好ましい存在 として提示

されます。幼児の寝息がところどころはうつろだった り,束 の間はハタと

途切れるもの思いを満すからです。子供の将来に思いを馳せた時,詩 人の
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心は感動で うちふるえます。しかしその次に詩人の 「意識」Y'登 ったのは

「大きな町の中のr暗 い僧院に閉じ込められ,空 と星 しか美しいものを見

なかった」 自らの幼い頃の姿でありました。第ニスタソザで一応の終結を

みた詩人の 「意識」の過去への探究はこの第三スタソザにおいてもその残

響をひびかせながら,す ばらしい未来を背負 うであろうわが子の姿 と自分

のみじめな姿を同時に提示することで一層幼児の幸せに満ちた将来を強調

します。美しいものといえば星 と空だけだった詩人の昔 日の姿はそよ風の

ように湖や砂浜をめぐ り,年 経た山の岩壁や積雲の下を歩むわが子の姿と

重層構造をなし,詩人の「意識」はいよいよクライマックスに近ずきます。

 ...so shalt thou see and hear 

The lovely shapes and sounds intelligible 

Of that eternal language, which thy God 

Utters, who from eternity doth teach 

Himself in all, and all things in himself. 

                         (11.  58-62.)

コールリッジにとって感覚の対象物(senseつbjects)は 超験白勺な神の世

界のシソボルであり,ま た神の精神と人間の精神との仲介物に他ならない

とい うことは野や山をかけめぐる自然の子供として描かれた幼児が 自然 と

の交渉により究極的Y'`GreatuniversalTeacher'で ある神の認識に至る

とい うことからもわか ります。子供が直接体験するものは自然の美しい形

象や音響にすぎません。しかし神によって語られる永遠の言葉を媒介にし

て子供は神の認識に至るのです。詩人の 「意識」は神の認識を我が子に保

証することで クライマックスに達 しました。 ここで 未来へ向った 詩人の

厂意識」は終止を告げます。あとはその下降を待つばか りです。

第四 スタソザはこの下降を告げるかの様に静かで美しい心象で 一杯で

す。緑でおおわれた大地,雪 どけがして煙る草屋根,葉 の落ちた リンゴの

木の問に鳴 く駒鳥,穏 やかな月に向って穏やかV'く つらら等です。神の

50



「深夜の霜」一 その形式と想像力

認識が保証 される点にまで高まった詩人の「意識」はここで最初の戸外の霜

のお りた現実へ戻ってきました。周囲の状景の描写から始まり詩人の 「意

識」が大 き く過去,未 来とめぐった後またもとに戻 ってきたのです。最初

「帰還の形式」 とい う言葉を用いましたがこれまでの説明でその意味がよ

くわかって もらえたと思います。G.M.ハ ーバーがこの 「深夜の霜」 を
(5)

評 して 「この詩の主たる美しさはその帰還の形式Y'あ る」と言っています

がまったくその通 りです。コールリッジの 「対話詩」の中ではこの形式を

持 っているものがこの 詩の他に 「憩いの 地を去るの想い」,「 四阿は牢

獄」,「 閑地におののく」などがあ ります。あるいはまた一人野に出て稲

を束ねる乙女の憂いを含んだ歌声を聞いてこの形式を使 った詩人もいまし

た。庭でナ イチンゲールの鳴声を聞いて,あ るいはつぼの静けさの中にこ

の形式を用いた若い詩人 もいました。この様に考えてゆ くと 「この帰還の

形式とハーバーが呼んだものはロマソ派の詩の中で確かに好まれたパター
(67

ソである」 と言 った批評家の言葉 も首肯で きます。

ところで今まで我 々は詩人の精神活動を もっぱ ら 「意識」とい う言葉で
(7)

表現してきました。 「意志と悟性 とにより始動 させられる」とい う点にお

いて想像力はこの 「意識」 とその基盤を等しくしているだけでなく結局は

この 「意識」 の働かせ方に他ならないのです。 我々が 考察しているこの

「深夜の霜」では帰還の形式をかりて想像力が過去,未 来へと自由奔放に

飛翔しました。そして帰還の形式が完了した時想像力は現実に戻 り,そ し

て詩人の心は平安に満ちたものとな りました。

コールリッジにとっては想像力は帰還の形式をか りたmの 貴い精神的

エネルギーだったと言えるでしょう。従って彼が神聖な人間の能力と考え
　

る想像力を行使する時には何らかの方法で神の活動Y'参 加していると信じ

ざるを得ないわけです。彼の想像力論が生れた土台もここY'あ ります。二つ

の想像力のうち第一の想像力(ThePrimaryImagination)を コール リヅジ

は 「人間の知覚全体が生 きて働 く生命力であり,そ の知覚全体の主たる行

為者であり,また無限なる神に内在する永遠の創造活動が,有 限なる人間の
く8)

心 の うちに反復 す るものだ と考 える。」 と述 べてい ます。 この様Y'コ ール
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(9)
リヅジの想像力は神(IAM)を 抜いては考}ら れないものであ りました。

それ故 この「深夜の霜」第三スタンザで神の認識が言語を媒介として保証さ

れた時 この詩が クライマックスに達したとい うのも当然のことでしょう。

すべての詩人に とって詩作の第一歩は感覚の世界から始まります。コー

ルリヅジはしかし単に感覚の世界に満足しないでその感覚を手段 としては

るかかなたの世界をみ ようとしました。感覚の世界から出発して宇宙の秘

密を解 こうとしたといっていいでしょう。そして想像力は この様な役目を

担っていたのです。しかし想像力V'関 しては古 くから危険が内在していま

した。もし人が自由気ままに想像力を働かせ るならその人が言っているこ

とが真実であるという保証はどこY'あ るのか とい う危険です。シェークス

ピアが 『真夏の夜 の夢』でシーシウスY',

詩人の眼は,気 違いじみた感激に くるくると動いて

天から地,地 から天を眺める。

そして想像が不思議な物の姿を描 き出すにつれて,

詩人のペンはこれを形あるものY'し て捕えることも出来ない空のものに

一定の落ちつきと名前 とを与える。

(五幕一場,沢 村寅二郎訳)

と言わせている様に想像の創りだす ものは単なる空想にすぎないという考
(10)

x方 が一般Y'あ りました。 しか しこれ ら想像 力と空想は コール リッジに と

っては全 く別物であ ったのです。「くり返 して考えた結果」とコール リヅジ

は主張 してい る,「空想 と想像 力は一般Y'信 じ られてい るよ うに一つ の意味

を持 った 二つの名であ るか,あ るい はせいぜ い同一 の力の働 く程度が高い

か低 いかの違 いだけである とい うのでは な くて,二 つ の別個 の大いに異な

(11)

った能 力であ ると考え るように なった。」 コール リッジ以来 多 くの 批評家

は空想 と想像 力の性質について論 じてきました。 コール リヅジと共に両者

は異 な るとい う人 もいれば,他 方,両 者 は別個 のものではな くて一つだ と主

張す る人 もい ます 。 この紛糾 した論争 の正 しさは今論 じないに して も一っ

だけ確 かな ことがあ ります 。それは想像 力の詩作品におけ る重大さです。

TheRomanticImaginationの 中 で ボウ ラは 「ロマソ派詩人達にとって想
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像力は根源的だ,と いうのはそれなしでは詩は不可能だから」 と言ってい

ます(p.1)。 詩作を拒否されるとい うことは彼ら詩人達にとっては存在を

否定されることと同じです。従って彼らは何とか想像力が真実を担ってい

るとい うこ とを証明するのにあくなき努力を払いました。

我 々が考察 してきた詩ではどこにその努力のあとヵミみ られるのか,と 尋、

ね る人がい るかもしまれせん。答}は 詩を通じて一貫して流れている固有

の論理にあ るといっていいでしょう。 この論理については折にふれて説明

してきましたがもう一つだけどうしても忘れてはならない固有の論理を支

える要素があ ります。それは各スタソザを通して,対 立した心象から生れ

る緊張感です。この緊張感は想像カー 相対立したものを融合 ・和解させ
(12)

るカー の機能が最も十分に発揮される時に生まれ,現 実との関連を忘れ

させない大 きな役割を果たしているのです。霜に対する暖炉の火,美 しい

自然を歩む 自由に対する町の薄暗い僧院の中での束縛,す やすやと眠る赤

子V'対 する閉じ込め られて星や空の他は何 も美しいものは見なかった自分

の幼い過去 の姿,教 師 としての自然に対する学校時代の厳しい先生等々で

す。これらの相対立する心象はこの詩の中で必然性により生みだされ,論

理を支えていると見 ることができます。

一般的Y'言 って,詩 は一つの有機体として完結しています。この有機体

を支えるものが詩に内在する固有の論理でもあるわけです。この論理にと

っては偶然は与 り知 らぬことです。その流れ;発 展にはたえず必然的な連

絡がなけれぽな りません。 コール リッジは 「空想」を定義して 「時間 と空
(13)

問の秩序から解放された記憶の一様式」 としました。赤 くゆでられたえび

と夜明けの空には単に色彩の一致 とい う以外に類似するものを持っていま

せん。従ってコール リヅジに言わせれば この様な心象を同時に思い浮べる

人は空想力の豊かな人 ということになります。というのは両者の間には色

彩の類似以外は何も共通点がなく,あ まりにもとっぴな比較であるからな

のです。ここが コール リッジにとって空想 と想像力の違 うところです。想

像力はややもすると空想に流れがちです。そ うならないためには想像力は

たえず現実との関連を忘れてはならないのです。従って一度大きく飛翔し
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た想像力はどの方向をとるY'せ よどうしても現実に戻 らざるをえません。

この 意識が ロマソ派 詩人達に 「帰還の形式」を 好ませたのかもしれませ

ん。この意味で,こ の形式にのっとった 「深夜の霜」は想像力の秘密を我

々に開示して くれるのにふさわしい作品と言えましょう。
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